
産
業
祭
実
行
委
員
会
（
市
商
工
会
・
Ｊ

Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
京
田
辺
支
店
・
市
）
は
、

地
域
産
業
の
振
興
発
展
と
地
域
活
性
化
の

た
め
、
産
業
祭
２
０
１
４
を
開
き
ま
す
。

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
新
鮮
野
菜
・
米
・

加
工
品
な
ど
、
品
評
会
に
出
品
し
た
品
々

が
並
ぶ
農
産
物
即
売
会
や
模
擬
店
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

が
午
前
１１
時
と
午
後
２
時
に
行
わ
れ
ま
す

（
雨
天
時
は
ホ
ー
ル
で
握
手
会
）。
観
覧
を

希
望
す
る
人
は
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
京
田

辺
支
店
（
☎
６２
・
１
１
７
７
）
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。

【
日
時
】

１１
月
１６
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
・
内
容
】

田
辺
中
央
体
育
館
＝
農
産
物
品
評
・
即

売
会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
加
工
品
・
手
芸
品
展

示
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、一
休
さ
ん
カ
ー

ド
ポ
イ
ン
ト
交
換
会
、
消
費
生
活
展
（
す

ご
ろ
く
大
会
、
パ
ネ
ル
展
示
）・
竹
細
工

コ
ー
ナ
ー
、
腰
痛
体
操
な
ど

田
辺
中
央
体
育
館
周
辺
＝
各
種
模
擬

店
・
手
も
み
製
茶
の
実
演
・
玉
露
無
料
接

待
・
献
血
コ
ー
ナ
ー
な
ど

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
東
側
通
路

＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
周
辺
＝
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
、
花
と
緑
の
コ
ー
ナ
ー
、

リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア
な
ど

【
問
合
せ
先
】

京
田
辺
市
商
工
会
（
☎
６２
・
０
０
９
３
）

市ときょうたなべ環境市
民パートナーシップは、企
業・大学・各種団体ととも
に「第 3 回環境フェスタ in　
KYOTANABE」を開きます。
親子で楽しく環境を学べるイベ
ントです。
日にち＝ 11 月 16 日㈰
時間＝午前 10 時～午後 3時
場所＝中央公民館。駐車場が
ありませんので、公共交通機関
でお越しください。
内容＝▼リサイクル工作・蜜
ろうでキャンドル作り・紙すき
などの体験▼持参したおもちゃ
の交換会・手回し発電機・エコ
クイズラリーなど
問合せ先＝環境課（☎ 64-

1366）

リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア
で
は
希

少
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た

め
、使
用
済
み
の
携
帯
電
話
・

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
小

型
家
電
を
回
収
し
ま
す
。
先

着
１
０
０
人
に
エ
コ
バ
ッ
ク

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課

（
☎
６２
・
４
３
２
８
）

多
彩
な
模
擬
店
に
毎
年
多
く
の
来
場
者
が

10 月、市の無形民俗文化財に指定さ
れている伝統行事 4つのうち 3つが市
内各地で行われました。
12 日、白山神社（宮ノ口）では、氏
子から選ばれた宮守がおはやしに合わせ
円座の上を回り舞う「朔日講の神楽」を
奉納。同日、佐牙神社山本御旅所（山本）
では、「山本の百味と湯立」が行われま
した。100 種類以上の野の幸・山の幸
を神前に供え、豊かな秋の実りに感謝す

るとともに、夜には巫女が釜の湯を神笹
で見物人に振りかけ無病息災を祈願しま
した。14日には、天津神社・月読神社（大
住）で、地元の中学生による勇壮な「大
住隼人舞」が奉納されました。
来年は、棚倉孫神社（田辺）で 2年
に 1度の「瑞饋神輿（ずいきみこし）」
の巡行があり、野菜や穀物で飾ったにぎ
やかなみこしが市内を巡り、秋の祭りに
活気を加えます。


